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第３章　全体構想

•環境負荷の低減
•自然環境保全
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•コミュニティ・多世代交流
•防災
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•産業振興
•広域交流
•都市景観
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•社会資本ストックの長寿命化
•担い手づくり
•公共空間の活⽤

ຽͱͱ΋ʹҭΉࢢ
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•市街地規模の適正化
•機能の適正配置
•公共交通体系の充実
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本市の目指す都市像の実現に向け、本市において今後重視すべき都市づくりの視点（5T）ごとに整理した都市づ
くりの目標（強みと弱みから導く都市づくりのキーワード）をもとに、「都市計画運用指針」において都市計画・都
市マスに求められる役割や愛知県の定める「都市計画」における都市マスの記載項目の例示等を踏まえ、本市の都市
づくり上必要と考えられる方針と方針を定めるべき分野を以下のように設定します。
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⃝地域地区、都市施設、市街地

開発事業に関する都市計画の
前提となる都市構造・都市空
間及びこれと密接な関連を有
するަ௨ମܥͷ੔උͷํ͑ߟ
や౔஍ར༻ɺࢪઃ੔උ౳ͷํ
਑とともに、都市内のࣗવత
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౳ͷࢦ਑を明らかにすること
が望ましい。

⃝各種のࣾձత՝୊΁ͷ౎ܭࢢ
ըͱͯ͠ͷରԠについての考
え⽅を記述することも考えら
れる。

⃝マスタープランにおいて、ど
のような都市をどのような⽅
針の下に実現しようとするの
かを示すことにより、ॅ民ࣗ
Β͕౎ࢢͷকདྷ૾ʹ͍ͭͯߟ
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ことを通じ、具体の都市計画
が円滑に決定される効果を期
待し得る。
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３．分野別方針
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まちを
つくる

まちを
つかう

活きる力
をつくる

安心を
つくる

心地よさ
をつくる
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土地利用

都市施設（公園・緑地）

交通体系（公共交通）

都市施設（下水道・河川）

交通体系（道路）

市街地
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つかう

活きる力
をつくる

安心を
つくる

心地よさ
をつくる
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つくる
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つくる
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をつくる
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まちを
つかう

活きる力
をつくる

安心を
つくる

心地よさ
をつくる
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景観 自然環境・都市環境 安全・安心なまちづくり
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特に関係が強いと考えられる

まちを
つくる

まちを
つかう

活きる力
をつくる

安心を
つくる

心地よさ
をつくる

関係が強いと考えられる

まちを
つくる

まちを
つかう

活きる力
をつくる

安心を
つくる

心地よさ
をつくる

関係があると考えられる

まちを
つくる

まちを
つかう
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をつくる

安心を
つくる

心地よさ
をつくる
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ʢ̍ʣ౎ࢢͷ֨ࠎΛͭ͘Δํ਑

ʢϚνφΧڌ఺۠Ҭʣ
⃝主要鉄道駅（JR安城駅、新幹線三河安城駅、名鉄新安城駅及び名鉄桜井駅）周辺を4つの拠

点として位置付け、各地区の個性や魅力を活かし、快適性に優れた市街地の形成を誘導します。
ʢઐ༻ॅ୐஍ʣ
⃝⽤途の混在防止や⾼層住宅の立地抑止等により、良好な居住環境が保たれた低層戸建て住宅

を主体とした住宅地の維持・形成を誘導します。
ʢҰൠॅ୐஍ʣ
⃝日常生活を⽀える様々な生活機能が身近に立地・維持され、歩いて暮らしやすい住宅地の形

成を誘導します。
ʢத৺ɾҰൠ঎ۀ஍ʣ
⃝主要鉄道駅周辺における商業・業務機能を始め多様な都市機能が集積した商業地の形成を誘

導します。
⃝鉄道駅周辺における⾼度利⽤等による⾼密度な住宅地の形成を誘導します。
⃝新幹線三河安城駅周辺における広域的な交通利便性を活かし市内外から多くの人が集う⾼次

都市機能が集積した商業地の形成を誘導します。
ʢۀ޻஍ɾઐ༻ۀ޻஍ʣ
⃝既存の⼤規模工場等の操業環境の維持・改善を図り、良好な工業地としての土地利⽤の維持・

形成を誘導します。
ʢ೶஍ɾूམ஍ʣ
⃝無秩序な市街化を抑制し、本市の発展を⽀え続けるまとまりある優良な農地の保全に努めます。
⃝集落地に居住する市⺠の日常生活に必要な生活機能の適切な立地、若年世代等の定住促進に

よるコミュニティの維持に努めます。
ʢ֦େ֗ࢢ஍ʣ
⃝鉄道駅周辺に都市機能が集約された市街地形成を基本としつつ、既存ストックの活⽤が可能

な地区において、日本デンマークの原風景となる田園風景と調和した、多様な居住ニーズに
対応した住宅地の形成に配慮します。

⃝広域的な交通利便性に優れる地区を中⼼に、本市の財政基盤を⽀える工場等について、その
集積と優良農地等周辺環境と調和した工業地の形成に配慮します。
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24 立地適正化計画を含む
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専用住宅地
一般住宅地

沿道商業地

中心・一般商業地
工業地

専用工業地

戦略的市街地形成ゾーン

産業系拡大市街地圏域

マチナカ居住誘導区域

住居系拡大市街地圏域

農業イノベーション創出ゾーン

農住共生検討ゾーン

マチナカ拠点区域（概念）
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